
─ 1 ─

　
　
　
日
　
本
　
私
　
法
　
学
　
会
　
会
　
報

□　

日
本
私
法
学
会
第
八
二
回
大
会
を
左
記
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
は
、
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

一　

期　
　

日　
　

二
〇
一
八
年
一
〇
月
一
三
日
（
土
）、
一
四
日
（
日
）

二　

場　
　

所　
　

東
北
大
学
川
内
キ
ャ
ン
パ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
（
〒
九
八
〇
–
八
五
七
六　

宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区
川
内
四
一
）

三　

学
会
次
第

Ⅰ　

個
別
報
告
（
一
〇
月
一
三
日　

一
〇
時
〜
一
七
時
二
〇
分
）

　

⑴　

第
一
部
会

　
　

ア
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
事
実
的
不
能
の
位
置
づ
け
」 

中
京
大
学
准
教
授　
　

大　

原　

寛　

史

　
　

イ
「
双
務
契
約
の
牽
連
性
と
担
保
の
原
理

　
　
　
　
　
　
　

─
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
け
る
同
時
履
行
の
抗
弁
を
中
心
と
し
て
」 

北
海
道
大
学
准
教
授　
　

岩　

川　

隆　

嗣

　
　

ウ
「
責
任
財
産
の
分
割
と
移
転
の
た
め
の
一
考
察

　
　
　
　
　
　
　

─
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
パ
ト
リ
モ
ワ
ヌ
概
念
を
め
ぐ
る
諸
理
論
を
参
照
し
て
」 

一
橋
大
学
専
任
講
師　
　

小　

峯　

庸　

平

　
　

エ
「
委
任
者
の
意
思
と
受
任
者
の
権
限
」 

上
智
大
学
准
教
授　
　

大　

塚　

智　

見

　
　

オ
「
組
合
財
産
の
構
造
に
お
け
る
財
産
分
割
の
意
義
」 

千
葉
大
学
准
教
授　
　

平　

野　

秀　

文

　

⑵　

第
二
部
会

　
　

ア
「
サ
イ
バ
ー
社
会
に
お
け
る
私
法
上
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
・
自
己
決
定
の
保
護
に
関
す
る
一
考
察

　
　
　
　
　
　
　

─
ア
メ
リ
カ
の
議
論
を
参
考
に
」 

立
命
館
大
学
准
教
授　
　

角　

本　

和　

理

　
　

イ
「
契
約
責
任
の
時
間
的
延
長
に
関
す
る
一
考
察

─
契
約
余
後
効
論
を
素
材
に
し
て
」 

白
鷗
大
学
准
教
授　
　

蓮　

田　

哲　

也

　
　

ウ
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
約
款
規
制
の
労
働
契
約
へ
の
展
開

　
　
　
　
　
　
　

─
約
款
の
一
般
法
理
の
た
め
の
研
究
序
説
」 

大
阪
経
済
法
科
大
学
准
教
授　
　

石　

上　

敬　

子
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エ
「
医
療
過
誤
に
つ
い
て
の
新
契
約
責
任
説
」 

立
命
館
大
学
教
授　
　

平　

野　

哲　

郎

　

⑶　

第
三
部
会

　
　

ア
「
事
業
再
生
に
お
け
る
社
債
権
者
の
意
思
決
定
の
法
的
規
律
」 

神
戸
大
学
准
教
授　
　

行　

岡　

睦　

彦

　
　

イ
「
不
動
産
投
資
信
託
（
Ｒ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
）
の
買
収
・
再
編
に
お
け
る
利
益
相
反
問
題
」 

華
東
師
範
大
学
副
教
授　
　

段　
　
　
　
　

磊

　
　

ウ
「
会
社
の
倒
産
手
続
に
お
け
る
株
主
債
権
の
劣
後
的
取
扱
い
に
つ
い
て
」 

富
山
大
学
講
師　
　

増　

田　

友　

樹

　
　

エ
「
保
険
金
受
取
人
先
死
亡
の
場
合
の
保
険
金
請
求
権
の
帰
属

　
　
　
　
　
　
　

─
日
本
の
立
法
政
策
に
関
す
る
考
察
」 

放
送
大
学
教
授　
　

李　
　
　
　
　

鳴

　
　

オ
「
詐
害
的
会
社
分
割
に
お
け
る
残
存
債
権
者
保
護

─
ド
イ
ツ
法
か
ら
の
示
唆
」 

大
分
大
学
准
教
授　
　

牧　
　
　

真
理
子

　

⑷　

第
四
部
会

　
　

ア
「
親
会
社
等
の
経
営
責
任
」 

島
根
大
学
教
授　
　

洪　
　
　

済　

植

　
　

イ
「
取
締
役
倒
産
責
任
論
の
構
造
―
―
対
第
三
者
責
任
の
集
団
的
処
理
論
の
可
否
」 

国
士
舘
大
学
教
授　
　

武　

田　

典　

浩

　
　

ウ
「
会
社
従
属
法
の
設
立
準
拠
法
主
義
と
そ
の
展
開

　
　
　
　
　
　
　

─
適
用
範
囲
を
め
ぐ
る
議
論
を
中
心
に
」 

沖
縄
国
際
大
学
准
教
授　
　

伊　

達　

竜
太
郎

　
　

エ
「
中
国
会
社
法
に
お
け
る
取
締
役
の
忠
実
義
務
に
関
す
る
比
較
法
的
考
察

　
　
　
　
　
　
　

─
日
本
法
及
び
米
国
法
と
の
比
較
を
通
し
て
」 

長
崎
大
学
准
教
授　
　

張　
　
　

笑　

男

　
　

オ
「
支
配
株
主
に
よ
る
締
出
し
の
場
面
に
お
け
る
株
主
間
の
利
害
調
整
」 

信
州
大
学
講
師　
　

寺　

前　

慎
太
郎

Ⅱ　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　
（
一
〇
月
一
三
日　

昼
食
後
〜
）

　
「
商
業
登
記
の
現
代
的
意
義

─
会
社
手
続
の
適
正
性
担
保
機
能
の
視
点
か
ら
」

 

司
会
者　
　
　

学
習
院
大
学
教
授　
　

小　

出　
　
　

篤

 

報
告
者　
　
　

同
志
社
大
学
教
授　
　

舩　

津　

浩　

司

＊ 　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
特
定
の
テ
ー
マ
に
関
心
を
持
つ
少
人
数
の
参
加
者
が
自
由
に
討
論
す
る
形
で
進
行
す
る
研
究
会
で
す
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
参
加
者
は
一
五
名
程
度
に
限
定
し
、

参
加
者
全
員
が
議
論
に
参
加
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
参
加
者
の
決
定
は
、
会
場
へ
の
先
着
順
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
（
本
年
度
大
会
へ
の
出
欠
葉
書
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
記
入
欄
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
参
加
者
の
数
を
推
計
す
る
た
め
の
も
の
で
参
加
資
格
と
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
）。
右
の
テ
ー
マ
に
ご
関
心
の
あ
る
方
々
は
、
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予
め
参
考
文
献
に
目
を
通
し
た
う
え
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
な
お
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
昼
休
み
の
時
間
帯
を
利
用
し
て
行
わ
れ
ま
す
。
参
加
者
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
会
場

で
昼
食
を
と
っ
て
い
た
だ
き
、
昼
食
終
了
後
、
直
ち
に
報
告
・
討
論
に
入
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

Ⅲ　

拡
大
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　
（
一
〇
月
一
三
日　

一
三
時
〜
一
五
時
）

　
「
震
災
・
原
発
事
故
と
不
法
行
為
法
」

 

司
会
者　
　
　
　

神
戸
大
学
教
授　
　

窪　

田　

充　

見

 

北
海
道
大
学
名
誉
教
授　
　

瀬　

川　

信　

久

 

報
告
者　
　
　
　

東
京
大
学
教
授　
　

米　

村　

滋　

人

 

報
告
者　
　
　

早
稲
田
大
学
教
授　
　

大　

塚　
　
　

直

 

報
告
者　
　
　

名
古
屋
大
学
教
授　
　

下　

山　

憲　

治

 

報
告
者　

北
海
道
大
学
名
誉
教
授　
　

瀬　

川　

信　

久

＊ 　

拡
大
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
特
定
の
テ
ー
マ
に
関
し
、
主
と
し
て
中
堅
の
研
究
者
に
よ
り
問
題
提
起
と
な
る
報
告
を
し
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
に
基
づ
き
、
フ
ロ
ア
の
会
員
と
の
活
発
な

議
論
を
行
う
も
の
で
す
。
従
来
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
全
員
が
議
論
に
参
加
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
参
加
者
を
少
人
数
に
限
定
し
て
行
わ
れ
る
の
に
対
し
、
拡
大
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
は
、
報
告
者
と
フ
ロ
ア
か
ら
主
体
的
に
議
論
に
加
わ
る
者
と
の
間
の
意
見
の
や
り
と
り
を
通
じ
て
、
そ
の
場
に
臨
ん
だ
会
員
の
間
で
広
く
問
題
認
識
や
議
論
の
深
化
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
、
よ
り
多
く
の
会
員
が
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
個
別
報
告
の
会
場
を
利
用
し
て
行
わ
れ
ま
す
。
拡
大
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
予
定
さ
れ
た
時

間
内
に
必
ず
終
了
す
る
こ
と
が
前
提
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

Ⅳ　

日
本
私
法
学
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
一
〇
月
一
四
日　

九
時
三
〇
分
〜
一
七
時
）

　

⑴　
「
強
行
法
と
任
意
法

─
民
法
財
産
法
を
中
心
と
し
て
」

　
　

司　

会 

早
稲
田
大
学
教
授　
　
　

近　

江　

幸　

治

　

 

東
京
大
学
教
授　
　
　

大　

村　

敦　

志

　
　

報　

告

　
　

１　

企
画
の
趣
旨 

早
稲
田
大
学
教
授　
　
　

近　

江　

幸　

治

　
　

２　

半
強
行
法
概
念
の
生
成
と
展
開 

明
治
大
学
教
授　
　
　

椿　
　
　

久
美
子

　
　

３　

物
権
法
規
定
の
強
行
法
性 

明
治
大
学
教
授　
　
　

川　

地　

宏　

行
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４　

判
例
に
お
け
る
強
行
法
と
任
意
法 

東
洋
大
学
教
授　
　
　

芦　

野　

訓　

和

　
　

５　

ソ
フ
ト
ロ
ー
に
違
反
す
る
法
律
行
為

　
　
　
　
　

─
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
違
反
の
裁
判
例
を
素
材
と
し
て 

早
稲
田
大
学
教
授　
　
　

青　

木　

則　

幸

　
　

６　

実
務
か
ら
み
た
強
行
法
・
任
意
法 

弁　

護　

士　
　
　

髙　

井　

章　

光

　
　

７　

任
意
法
の
指
導
形
像
機
能
（L

eitbildfunktion

）
に
つ
い
て 

青
山
学
院
大
学
教
授　
　
　

河　

上　

正　

二

　
　

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー 

京
都
大
学
法
学
博
士　
　
　

椿　
　
　

寿　

夫

＊　

各
報
告
に
つ
い
て
は
、
別
添
の
資
料
（
Ｎ
Ｂ
Ｌ
一
〇
二
八
号
抜
刷
）
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　

⑵　
「
株
主
総
会
の
変
容
と
会
社
法
制
の
あ
り
方
」

　
　

司　

会 

京
都
大
学
教
授　
　
　

前　

田　

雅　

弘

　
　

報　

告

　
　

１　

は
じ
め
に 

京
都
大
学
教
授　
　
　

前　

田　

雅　

弘

　
　

２　

株
主
総
会
の
電
子
化 

京
都
大
学
教
授　
　
　

北　

村　

雅　

史

　
　

３　

機
関
投
資
家
の
議
決
権
行
使

　
　
　
　
　

─
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
導
入
の
光
と
影 

立
命
館
大
学
教
授　
　
　

村　

田　

敏　

一

　
　

４　

株
主
総
会
に
関
す
る
近
年
の
裁
判
例

　
　
　
　
　

─
決
議
の
効
力
を
争
う
訴
え
に
関
す
る
論
点 

同
志
社
大
学
教
授　
　
　

伊　

藤　

靖　

史

　
　

５　

利
益
供
与
規
制
の
あ
り
方 

大
阪
大
学
准
教
授　
　
　

松　

尾　

健　

一

　
　

６　

実
務
家
か
ら
み
た
株
主
総
会
の
課
題
と
展
望 

弁　

護　

士　
　
　

武　

井　

一　

浩

　
　

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー 

東
京
大
学
教
授　
　
　

神　

作　

裕　

之

＊　

各
報
告
に
つ
い
て
は
、
別
添
の
資
料
（
旬
刊
商
事
法
務
二
一
七
五
号
抜
刷
）
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

Ⅴ　

総
会
（
一
〇
月
一
四
日　

一
二
時
一
〇
分
〜
一
二
時
三
〇
分
）

四　

注
意
事
項

　

⑴　

開
始
・
終
了
時
間
を
厳
守
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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⑵ 　

昼
食
の
必
要
な
方
は
、
予
め
同
封
の
葉
書
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
（
弁
当
・
一
食
一
〇
〇
〇
円
（
お
茶
つ
き
））。
お
申
込
み
は
、
出
欠
の
お
返
事
と
と
も
に
、

同
封
の
葉
書
で
九
月
二
六
日
（
水
）
ま
で
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
（
必
着
。
延
着
の
場
合
に
は
、
昼
食
の
手
配
は
い
た
し
か
ね
ま
す
）。
な
お
、
一
度
お
申
込
み

に
な
っ
た
弁
当
の
代
金
は
、
昼
食
が
ご
不
要
に
な
っ
た
場
合
に
も
、
徴
収
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　

 　

ま
た
、
本
年
度
大
会
開
催
校
で
あ
る
東
北
大
学
の
付
近
に
は
、
飲
食
店
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
が
わ
ず
か
し
か
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

　

⑶ 　

二
日
目
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
⑴
「
強
行
法
と
任
意
法
」
の
開
催
場
所
と
な
る
川
内
萩
ホ
ー
ル
で
は
、
飲
食
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
当
日
設
置

さ
れ
る
昼
食
会
場
等
、
川
内
萩
ホ
ー
ル
の
外
で
お
食
事
を
お
と
り
く
だ
さ
い
。
ご
不
便
を
お
か
け
し
て
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
ご
理
解
の
ほ
ど
、
何
と
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

□　

日
本
私
法
学
会
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

＊　

日
本
私
法
学
会
大
会
に
お
け
る
個
別
報
告
の
申
請
に
つ
い
て

　

 　

日
本
私
法
学
会
大
会
に
お
け
る
個
別
報
告
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
〇
年
度
大
会
か
ら
個
別
報
告
審
査
制
度
が
導
入
さ
れ
、
個
別
報
告
審
査
委
員
会
に
よ
る
審
査
の
上
、
理
事
会
に
お
い
て
個

別
報
告
を
行
う
者
を
決
定
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
日
本
私
法
学
会
大
会
に
お
い
て
個
別
報
告
を
希
望
さ
れ
る
会
員
は
、「
日
本
私
法
学
会
個
別
報
告
審
査
規
則
」
及
び
「
日
本
私
法

学
会
大
会
に
お
け
る
個
別
報
告
に
関
す
る
規
程
」（
二
〇
〇
〇
年
一
二
月
二
日
理
事
会
決
定
）
を
よ
く
お
読
み
に
な
り （
日
本
私
法
学
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）、
個
別
報
告
の
資

格
要
件
等
に
つ
い
て
ご
確
認
の
上
、
個
別
報
告
の
申
請
を
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
こ
の
点
に
関
し
て
ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
日
本
私
法
学
会
事
務
局
ま
で
、

メ
ー
ル
に
て
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

日
本
私
法
学
会
事
務
局　
　

幹
事　

米　

村　

滋　

人

　
　
　

〒
一
一
三
–
〇
〇
三
三　

東
京
都
文
京
区
本
郷
七
–
三
–
一　

東
京
大
学
法
学
部
研
究
室
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

℡　

〇
三
（
五
八
四
一
）
三
一
三
一
（
法
学
部
研
究
室
受
付
）　
　

℻　

〇
三
（
五
八
四
一
）
三
一
六
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

E
-M

ail  office@
japl.jp
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時　間　割
10月14日（日） 10月13日（土）

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
　
⑵

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
　
⑴

９：30

12：00

第４ 第３ 第２ 第１ 部会

洪 行
岡

角
本

大
原

10：00

11：00

武
田 段 蓮

田
岩
川

11：10

12：10

総会 12：10
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

昼休み

昼休み

12：30

拡
大

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

13：00

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
　
⑵

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
　
⑴

14：00

17：00

伊
達

増
田

小
峯

14：00

15：00

張 李 石
上

大
塚

15：10

16：10

寺
前 牧 平

野
哲
郎

平
野

秀
文

16：20

17：20
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東北大学川内（かわうち）キャンパス案内図

地下鉄東西線
川内駅
地下鉄東西線
川内駅

市営バス
川内駅
市営バス
川内駅

応急学生
寄宿舎
応急学生
寄宿舎

サークル部室Ｅサークル部室Ｅ

川内プラザ川内プラザ

講義棟Ｃ棟

大会受付：
講義棟Ｂ棟

マルチメディア
教育研究棟

A12 A06

A10

A07

A11
A09 A13

A08
A01

A02

A03

A04

A05

Campus
Gate

i

i

i

N

川内萩ホール

川内萩ホールへは
ＡエリアCampus Gateから徒歩約3分

南２

＊地下鉄東西線川内駅「南２出口」が、東北大学川内キャンパスに直結
しています。

＊10月13日（土）の個別報告、拡大ワークショップ（民法）、ワークシ
ョップ（商法）及び14日（日）の商法シンポジウムは、講義棟Ｂ棟、
講義棟Ｃ棟及びマルチメディア教育研究棟を会場として実施いたしま
す。

＊14日（日）の民法シンポジウムは、川内萩ホールを会場として実施い
たしますが、地下鉄東西線国際センター駅からの誘導はございません
のでご注意ください。

Ａエリア
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東北大学川内（かわうち）キャンパスへのアクセス

地下鉄東西線
国際センター駅
地下鉄東西線
国際センター駅

地下鉄東西線
川内駅
地下鉄東西線
川内駅

大会受付：川内キャンパス講義棟Ｂ棟

川内萩ホール

○仙台空港・仙台駅から東北大学川内キャンパスへのアクセス

Campus
Gate

仙
　
　
　台
　
　
　駅

川
　
　
　内
　
　
　駅

東
北
大
学
川
内
キ
ャ
ン
パ
ス

仙
台
空
港 南２出口

キャンパス
直結

地下鉄東西線
八木山動物公園行き
６分：200円

仙台空港アクセス線
各停25分／快速17分

650円

ＪＲ在来線・東北新幹線

N

南２

市営バス
川内駅
市営バス
川内駅


